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国
道
４５
号
と
旧
北
上
川
左

岸
の
南
境
地
区
を
結
ぶ
石
巻

北
部
バ
イ
パ
ス
が
近
く
開
通

す
る
こ
と
に
な
り
、
１２
月
１２

日
（
土
）
に
開
通
式
が
南
境

工
区
で
行
わ
れ
る
。
同
バ
イ

パ
ス
の
開
通
に
よ
っ
て
本
学

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
さ
ら
に
向

上
し
、
開
北
橋
付
近
の
通
学

時
の
混
雑
緩
和
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

石
巻
北
部
バ
イ
パ
ス
は
国

道
４５
号
を
起
点
と
し
、
石
巻

市
と
女
川
町
の
市
町
境
を
東

西
に
結
ぶ
総
延
長
約
１１
㌔
㍍

の
広
域
幹
線
道
路
。
こ
の
う

ち
起
点
側
約
２
・
７
㌔
㍍
の

区
間（
南
境
工
区
）が
開
通
す

る
こ
と
に
な
る
。
石
巻
市
街

地
を
通
過
す
る
現
国
道
３
９

８
号
は
慢
性
的
な
交
通
渋
滞

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、計
画
道
路
周
辺
に
は
、本

学
は
も
と
よ
り
石
巻
ト
ゥ
モ

ロ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ
ン
、
石

巻
総
合
運
動
公
園
な
ど
重
要

な
施
設
が
点
在
し
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
１
日
も
早
い

開
通
が
望
ま
れ
て
い
た
。

石
巻
北
部
バ
イ
パ
ス
の
開

通
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
混

雑
の
緩
和
が
解
消
さ
れ
る
ほ

か
、
石
巻
東
部
地
域
か
ら
三

陸
自
動
車
道
・
石
巻
河
南
Ｉ

Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
起
点
側
に
石
巻

赤
十
字
病
院
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
災
害
時
に
お
け
る
重
要

な
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
も

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

開
通
式
で
は
、
本
学
吹
奏

楽
研
究
会
（
Ｓ
Ｗ
Ｏ
）
の
メ

ン
バ
ー
１４
人
が
記
念
演
奏
を

行
い
、
式
典
の
盛
り
上
げ
に

一
役
買
う
。

「
全
日
本
中
国
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
宮
城
県
大

会
」
（
県
日
中
友
好
協
会
主

催
）
が
１１
月
１
日
、
仙
台
市

青
葉
区
の
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
ホ
ー
ル
宮
城
で
開
か
れ
、

本
学
か
ら
経
営
学
部
３
年
次

の
菊
池
友
香
里
さ
ん
（
志
津

川
高
）
が
中
級
朗
読
部
門
に

参
加
し
、
２
位
入
賞
を
果
た

し
た
。

菊
池
さ
ん
は
輪
田
直
子
理

工
学
部
准
教
授
、
富
里
京
子

非
常
勤
講
師
か
ら
指
導
を
受

け
、
大
会
に
臨
ん
だ
。
輪
田

准
教
授
は
「
菊
池
さ
ん
は
準

ほ
と
ん

備
期
間
が
殆
ど
な
か
っ
た
に

ご
ろ

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
頃
の
鍛

錬
の
成
果
か
、
練
習
時
よ
り

数
段
上
手
に
、
美
し
い
朗
読

を
披
露
し
た
。
居
合
わ
せ
た

他
大
学
の
先
生
も
、
大
変
感

心
さ
れ
る
出
来
映
え
だ
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
。

菊
池
さ
ん
は
昨
年
と
今

年
、
２
年
連
続
で
温
州
大
学

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
。
そ
の
体
験
は
大
き
な
刺

激
と
な
り
、
現
在
も
温
州
大

学
の
学
生
と
、
折
に
触
れ
メ

ー
ル
の
や
り
取
り
を
続
け
て

い
る
。
今
回
の
成
果
を
ス
テ

ッ
プ
に
、
次
の
目
標
を
、
１１

月
２２
日
に
行
わ
れ
る
中
国
語

検
定
３
級
合
格
に
設
定
し
、

意
欲
的
に
勉
強
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

理
工
学
部
の
芳
賀
信
幸
教
授
が

「
世
界
紳
士
録
２
０
１
０
」

（M
a
r
q
u
i
s

W
h
o
'
s

W
h
o

i
n
t
h
e
W
o
r
l
d
2
0
1
0

）
に
掲

載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
世
界

紳
士
録
」
は
世
界
で
最
も
権
威
あ

る
紳
士
録
と
さ
れ
て
お
り
、
各
国

の
政
府
首
脳
や
国
際
的
に
活
躍
す

る
学
識
経
験
者
の
ほ
か
、

き
わ
め
て
独
創
性
の
高

い
研
究
活
動
を
行
っ
て

い
る
理
工
系
の
学
者
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

芳
賀
教
授
の
専
門
は

発
生
生
物
学
と
細
胞
生

物
学
の
境
界
領
域
。
博

士
論
文
は
ゾ
ウ
リ
ム
シ
の
性
的
な

若
返
り
を
も
た
ら
す
細
胞
質
因
子

の
発
見
に
つ
い
て
で
、
こ
の
物
質

を
イ
マ
チ
ュ
リ
ン
と
名
づ
け
、
１

９
８
１
年
の
英
科
学
誌
「
ネ
イ
チ

ャ
ー
」
に
発
表
し
た
。
そ
の
論
文

の
中
で
若
返
り
を
も
た
ら
す
成
分

は
、
分
子
量
約
１
万
ダ
ル
ト
ン
の

た
ん
ぱ
く
質
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
の
後
、
イ
マ
チ
ュ

リ
ン
は
ゾ
ウ
リ
ム
シ
の
仲
間
で
は

広
く
存
在
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら

れ
た
が
、
多
細
胞
生
物
か
ら
は
ま

だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

芳
賀
教
授
は
「
す
べ
て
の
生
物

に
共
通
す
る
生
命
の
仕
組
み
を
最

も
調
べ
や
す
い
生
物
を
使
っ
て
解

析
す
る
と
い
う
考
え
の
下
に
、
ゾ

ウ
リ
ム
シ
を
使
っ
た
仕
事
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
評
価

の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
る
。

理
工
学
部
は
１０
月
３１
日
、

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
学
科

対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

し
た
。
参
加
し
た
学
生
、
教

職
員
は
秋
晴
れ
の
空
の
下
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球

の
５
つ
の
競
技
で
共
に
汗

を
流
し
、
親
ぼ
く
を
深
め

た
。

理
工
学
部
で
は
今
年
６
月

に
も
今
回
と
同
様
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
。
こ
の
時
は

雨
天
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
数
の
学
生
ら
が
参
加

し
、
秋
に
も
大
会
を
開
い
て

ほ
し
い
と
望
む
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
再
び

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。当

日
、
午
前
１０
時
に
競
技

を
開
始
。
総
合
競
技
で
優
勝

し
た
情
報
電
子
工
学
科
に
は

学
部
長
杯
が
授
与
さ
れ
た
。

▲

優
勝
し
た
情
報
電
子
工

学
科
チ
ー
ム

創
立
２０
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
図
書
館
で
は
、
１０

月
１０
、
１１
の
両
日
、
２
階
特

設
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
絵
本
原

画
展
」
を
開
催
し
た
。
絵
本

画
家
・
石
倉
欣
二
氏
の
原
画

「
ね
こ
の
ゴ
ン
サ
」
「
人
魚

姫
」
と
と
も
に
、
児
童
選
定

図
書
５０
点
を
展
示
し
た
。

石
倉
氏
の
原
画
２
点
は
、

児
童
書
の
出
版
を

手
掛
け
る
小
峰
書

店
か
ら
借
り
受

け
、
石
巻
市
で
は

初
め
て
の
公
開
と

な
っ
た
。
展
示
に

当
た
っ
て
は
昨
年

度
、
本
学
と
協
定

を
結
ん
だ
登
米
市

か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ん
だ
。
同
市
は

今
年
ま
で
１０
年
に

わ
た
っ
て
、
市
内

で「
絵
本
原
画
展
」

を
開
催
し
て
き
た

実
績
を
持
つ
。

会
期
が
石
鳳
祭
と
重
な

り
、
育
友
会
地
方
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
ご
父
母
や
学
生
、
市
民

３
２
３
人
が
来
場
し
た
。
訪

れ
た
人
た
ち
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
で
細
密
に

描
か
れ
た
石
倉
氏
の
原
画
や

展
示
さ
れ
た
図
書
の
数
々
に

見
入
っ
て
い
た
。

第４２回日本原生動物学会石巻大

会（大会長＝芳賀信幸理工学部教

授）が１０月３０日から１１月１日まで

の３日間、本学を会場に開かれた。

３５の一般講演のほかに「原生動

物の多様性モニタリング」「原生

動物学の公理系を考える」の２つ

のシンポジウムと、若手研究者の

ワークショップなどが行われ、活

発な議論が交わされた。

◀

石
倉
欣
二
氏
の
原
画
な
ど
を

展
示
。
多
く
の
方
が
来
場
し

た

ゾ
ウ
リ
ム
シ
で
生
命
の
仕
組
み
を
解
析

通
学
ア
ク
セ
ス
が
向
上

開
通
式
で
Ｓ
Ｗ
Ｏ
が
記
念
演
奏

▲ ２人の恩師と一緒に（左から輪田准

教授、菊池さん、富里非常勤講師）

「
絵
本
原
画
展
」開
く

創
立
２０
年
記
念
事
業
で

全
日
本
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
宮
城
県
大
会

本学会場に「第４２回日本原生動物学会石巻大会」

シンポジウム、ワークショップも

秋
季
理
工
学
部
学
科
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会

資料提供：宮城県

５
競
技
で
親
ぼ
く
深
め
る
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